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美
濃
路
に
入
る
と
、
名
古
屋
在
住
の

同
期
生
や
関
个
原
町
在
住
の
同
期
生
が

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
高
校
卒
業
以

来
の
積
も
る
話
で
一
段
と
楽
し
い
。

　

第
19
回
（
11
月
26
、
27
日
）
は
加
納

宿
へ
の
物
資
の
運
搬
で
栄
え
た
鏡
か
が
し
ま
み
な
と

島
湊

跡
を
通
り
、
橋
を
渡
り
、
長
良
川
の
対

岸
の
河ご

う
ど渡

宿
へ
。
長
良
川
の
渡
し
で
栄

え
た
が
、
水
害
に
悩
ま
さ
れ
、
江
戸
後

期
に
幕
府
の
援
助
で
宿
全
体
を
盛
り
土

し
た
と
の
こ
と
。
条
里
地
割
が
残
り
、

道
路
や
田
ん
ぼ
が
直
交
す
る
道
を
歩

き
、
美
江
寺
宿
へ
。

　

美
江
寺
宿
は
濃
尾
地
震
の
震
源
に
近

か
っ
た
た
め
、本
陣
を
は
じ
め
と
し
て
、

ほ
と
ん
ど
が
倒
壊
し
た
。
唯
一
倒
壊
せ

ず
に
残
っ
た
造
り
酒
屋
の
建
物
は
、
今

も
太
い
柱
と
梁は
り

が
支
え
て
い
る
。

　

大
垣
で
宿
泊
し
、
翌
日
、
赤
坂
宿
に

向
か
う
。
杭
瀬
川
の
橋
を
渡
っ
た
先
に

あ
る
赤
坂
港
跡
に
は
立
派
な
川
燈
台
が

あ
り
、
昔
の
繁
栄
が
し
の
ば
れ
る
。

　

田
ん
ぼ
の
中
の
街
道
を
歩
く
と
、
雪

化
粧
し
た
伊
吹
山
が
見
え
て
き
た
。
し

ば
ら
く
歩
く
と
広
大

な
美
濃
国
分
寺
跡
。

相
川
を
渡
る
と
垂
井

宿
で
あ
る
。
垂
井
の

泉
は
、
今
も
清
ら
か

な
水
が
わ
き
出
し
て

い
る
。

　

第
20
回
は
今
年
最

初
の
旅
。３
月
24
日
、

垂
井
か
ら
関
个
原
宿

に
向
か
う
。
彼
岸
過

ぎ
と
い
う
の
に
風
が

強
く
寒
い
。

　

間あ
い

の
宿
・
野
上

を
過
ぎ
る
と
樹
齢

３
０
０
年
の
松
並
木

が
み
ご
と
。
す
ぐ
先
の
桃
も
も
く
ば
り配

山
は
関
个

原
合
戦
の
家
康
最う

い
じ
ん
ち

初
陣
地
で
あ
る
。

　

関
个
原
古
戦
場
は
、
町
の
史
跡
ガ
イ

ド
さ
ん
に
案
内
を
お
願
い
し
た
。
石
田

三
成
が
陣
を
敷
い
た
笹
尾
山
、
開
戦
地

の
天
満
山
、小
早
川
軍
の
松
尾
山
な
ど
、

実
際
に
見
て
説
明
を
聞
い
て
、
す
っ
か

り
関
个
原
合
戦
通
に
な
っ
た
。
こ
の
日

は
、
関
个
原
宿
で
た
だ
一
つ
営
業
し
て

い
る
旧
旅
籠
・
枡
屋
に
泊
っ
た
。

　

翌
日
は
、
古
い
宿
場
の
建
物
が
所
々

に
残
る
街
道
を
歩
き
、
西
の
首
塚
で
手

を
合
わ
せ
る
。
不
破
の
関
跡
を
過
ぎ
、

壬
申
の
乱
の
戦
場
、藤
古
川
を
越
え
る
。

今
須
峠
の
手
前
に
は
、常
盤
御
前
の
墓
。

墓
前
に
は
生
花
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
須
峠
は
、
碓
氷
峠
、
和
田
峠
な
ど

幾
つ
も
の
峠
を
越
え
て
き
た
身
に
は
、

苦
も
な
く
越
え
ら
れ
た
。

　

今
須
宿
の
は
ず
れ
あ
た
り
か
ら
雪
交

じ
り
の
強
い
風
に
向
か
っ
て
歩
く
。
美

濃
、
近
江
国
境
は
50
㌢
ほ
ど
の
小
川
。

　

寝
物
語
の
里
を
通
り
、
楓

か
え
で

の
巨
木
の

並
木
を
過
ぎ
る
と
街
道
の
中
央
に
融
雪

装
置
が
埋
め
ら
れ
た
柏
原
宿
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
吉
原
で
「
亀
屋
佐
京
の

切
り
艾

も
ぐ
さ

」
と
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
を
作
っ
て
唄

わ
せ
評
判
に
な
っ
た
と
い
う
伊
吹
堂
は

今
も
営
業
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
計
枝（
64
期
）

　

す
さ
ま
じ
い
低
気
圧
が
通
り
過
ぎ
た
翌
日
の

４
月
４
日
（
水
）、
17
回
目
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
千
葉
Ｃ
Ｃ
川
間
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
54

期
か
ら
69
期
ま
で
の
精
鋭
47
人
が
集
い
、
出
場

者
数
は
過
去
最
多
。

　

当
日
は
終
日
、
冷
た
い
風
が
吹
き
荒
れ
、
厳
し
い
条

件
の
な
か
で
の
熱
戦
と
な
っ
た
。

　

結
果
、
個
人
戦
は
森
則
雄
さ
ん
（
65
期
）
が
グ
ロ
ス

85
、
ネ
ッ
ト
67
、
５
ア
ン
ダ
ー
と
い
う
好
ス
コ
ア
で
優

勝
。
準
優
勝
は
花
房
伸
吉
さ
ん
（
54
期
）、
３
位
に
北

住
不
二
男
さ
ん
（
63
期
）
が
続
い
た
。
ベ
ス
グ
ロ
は
池

田
恵
一
さ
ん
（
65
期
）
が
グ
ロ
ス
84
で
獲
得
。

　

ま
た
、
滝
澤
関
東
同
窓
会
会
長
か
ら
贈
ら
れ
た
、
第

17
代
会
長
に
ち
な
む
「
17
位
特
別
賞
」
は
秋
葉
光
廣
さ

ん
（
55
期
）
の
手
に
。
４
人
以
上
の
参
加
者
の
期
（
７

チ
ー
ム
）
で
争
わ
れ
た
期
別
対
抗
戦
は
、
上
位
入
賞
者

（
１
、４
、８
位
）
を
確
保
し
た
65
期
が
２
位
以
下
を
大

き
く
引
き
離
し
て
初
優
勝
を
飾
り
、
今
回
は
65
期
の
活

躍
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　

プ
レ
ー
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
参
加
者
が
多
い
た
め
全

員
の
ス
ピ
ー
チ
は
無
理
で
、
入
賞
者
と
初
参
加
者
だ
け

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
回
コ
ン
ペ
は
10
月
30
日
（
火
）。
場
所
は
同
じ
く

千
葉
Ｃ
Ｃ
川
間
コ
ー
ス
で
開
催
の
予
定
。

　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
同
好
会
幹
事　

上
原
昇（
65
期
）

ゴルフ期別対抗戦65 期が初優勝

中
山
道
69
次
を
歩
く（
７
）

美
濃
入
り
、
関
ヶ
原
な
ど
巡
る

関ヶ原・笹尾山石田三成陣跡


